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夏
も
終
わ
り
に
近
い
、
八
月
二
三
日
、

二
l
当
日
に
、
全
国
各
地
か
ら
皆
様
を
お

迎
え
し
、
記
念
す
べ
き
第
十
回
日
本
看

護
歴
史
学
会
大
会
を
、
山
形
で
開
催
で

き
ま
し
た
こ
と
を
幸
せ
に
思
っ
て
お
り

ま
す
。

初
め
て
地
方
で
開
催
す
る
と
い
う
こ

と
も
あ
り
ま
し
て
、
準
備
委
員
会
を
組

織
し
、
山
形
県
、
山
形
市
、
山
形
県
看

護
協
会
か
ら
後
援
を
得
て
、
代
表
幹
事

を
は
じ
め
分
科
会
担
当
者
、
研
究
発
表

担
当
者
と
連
絡
を
密
に
し
な
が
ら
準
備

を
致
し
ま
し
た
。

こ
の
度
の
学
食
大
会
を
ふ
り
か
え
っ

て
、
感
想
も
含
め
な
が
ら
述
べ
て
見
た

い
と
思
い
ま
す
。

今
年
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
は
「
歴
史
に

み
る
女
と
男
」
で
、
講
演
Ⅰ
で
は
「
平
安

朝
の
女
と
男
」
と
題
し
て
、
女
性
史
研
究

平
　
塚
　
朝
　
子

家
の
服
藤
早
苗
さ
ん
、
講
演
Ⅱ
で
は
「
荻

野
吟
の
史
料
に
よ
る
歴
史
の
研
究
方
法
」

と
適
し
て
、
代
表
幹
事
の
亀
山
美
知
子

さ
ん
か
ら
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

講
演
Ⅰ
で
は
、
千
年
前
の
男
と
女
の

関
係
に
つ
い
て
、
史
料
に
基
づ
き
内
容

も
豊
富
で
分
か
り
や
す
く
、
楽
し
く
話

を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

も
と
も
と
歴
史
的
に
み
れ
ば
、
男
と

女
の
共
同
社
会
で
あ
っ
た
も
の
が
、
男

と
女
の
関
係
が
役
割
分
担
に
な
っ
て
来

た
の
は
、
平
安
朝
か
ら
で
あ
る
こ
と
。

平
安
朝
の
結
婚
の
形
態
、
夫
婦
別
姓
で

あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
聞
く
に
、
夫
婦

の
別
姓
が
論
議
さ
れ
て
い
る
昨
今
を
思

う
と
、
時
代
の
違
い
を
感
じ
て
し
ま
い

ま
す
。歴史
は
繰
り
返
す
、
と
い
わ
れ
ま
す

が
、
今
ま
さ
に
男
女
共
生
社
会
を
め
ざ

し
て
、
世
の
中
が
動
い
て
い
る
よ
う
な

感
じ
が
す
る
の
は
私
だ
け
で
し
ょ
う
か
。

渡
辺
淳
一
の
「
花
埋
み
」
を
読
み
、

荻
野
吟
が
女
医
を
志
し
た
き
っ
か
け
や

男
性
社
会
の
な
か
で
、
悪
戟
苦
闘
し
な

が
ら
女
医
に
な
っ
た
物
語
り
に
、
ひ
た

す
ら
感
動
し
て
い
た
私
で
す
が
、
講
演

Ⅱ
を
聞
き
、
物
語
り
と
は
違
っ
た
史
実

が
、
解
き
明
か
さ
れ
て
い
く
過
程
が
と

て
も
興
味
深
く
、
歴
史
研
究
と
は
事
実

を
確
認
す
る
作
業
で
、
新
た
な
発
見
が

で
き
た
時
の
喜
び
や
感
動
が
あ
り
、
ま

す
ま
す
歴
史
に
の
め
り
込
み
そ
う
な
自

分
を
感
じ
ま
す
。

ま
た
、
歴
史
研
究
に
造
詣
の
深
い
服

藤
早
苗
さ
ん
と
、
亀
山
美
知
子
さ
ん
に

よ
る
「
歴
史
研
究
を
め
ぐ
っ
て
」
と
題

し
て
対
談
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
お
二
人

の
経
験
を
通
し
て
、
歴
史
研
究
の
神
髄

に
ふ
れ
た
よ
う
な
、
満
足
感
を
味
わ
う

こ
と
が
で
き
た
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

研
究
発
表
は
例
年
に
な
く
多
く
六
題

あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
に
興
味
深
い

演
題
で
、
発
表
者
の
熱
意
が
伝
わ
っ
て

き
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
研
究
内

容
が
豊
富
で
あ
る
た
め
、
予
定
の
時
間

を
大
幅
に
超
過
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
は

今
後
の
会
の
運
営
の
検
討
課
題
で
も
あ

り
ま
す
。

ま
た
、
研
究
発
表
並
び
に
分
科
会
の

追
加
史
料
、
発
表
形
式
（
ス
ラ
イ
ド
、

O
H
P
、
ポ
ス
タ
ー
等
）
も
、
会
場
の

準
備
や
経
費
の
都
合
上
、
事
前
に
把
握

す
る
必
要
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

分
科
会
に
つ
い
て
は
、
参
加
者
の
研

究
や
興
味
の
あ
る
分
科
会
に
出
席
で
き

た
こ
と
や
、
今
年
も
講
師
・
助
言
者
の

参
加
が
あ
り
活
発
に
討
論
さ
れ
ま
し
た
。

各
分
科
会
か
ら
の
報
告
と
、
金
子
光

さ
ん
、
服
藤
早
苗
さ
ん
か
ら
の
助
言
は
、

今
後
の
歴
史
研
究
を
進
め
る
上
で
、
多

く
の
示
唆
が
得
ら
れ
参
考
に
な
っ
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

学
会
大
会
を
終
了
し
て
、
と
て
も
残

念
な
こ
と
は
、
一
般
の
参
加
者
が
少
な

か
っ
た
こ
と
で
す
。
事
前
の
広
報
の
在

り
方
や
、
工
夫
が
必
要
で
あ
っ
た
こ
と

を
反
省
し
て
お
り
ま
す
。

そ
れ
で
も
、
出
席
し
た
人
か
ら
は
、

歴
史
研
究
の
意
義
や
、
内
容
の
奥
深
さ

史
実
の
重
要
性
な
ど
を
、
学
ぶ
こ
と
が

で
き
た
と
か
、
看
護
職
の
大
先
輩
の
声

を
じ
か
に
聞
き
感
動
し
た
、
な
ど
の
感

想
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

地
道
で
は
あ
り
ま
す
が
、
会
員
の
皆

様
そ
し
て
、
今
回
参
加
い
た
だ
い
た
お

一
人
お
一
人
か
ら
、
口
コ
ミ
で
こ
の
学

会
の
「
良
さ
」
が
伝
わ
り
、
多
く
の
仲

間
の
参
加
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
こ

と
、
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

皆
様
に
は
遠
い
と
こ
ろ
か
ら
、
み
ち

の
く
山
形
ま
で
お
い
で
い
た
だ
き
心
か

ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
山
形
は
い
か

が
で
し
た
で
し
ょ
う
か
？

来
年
の
学
会
で
、
ま
た
皆
様
と
お
会

い
で
き
ま
す
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
結

び
と
い
た
し
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

1



1996年10月1日　　　　　　　　日本看護歴史学会会報　　　　　　　　　　第25号

代
表
幹
事
亀
　
山
　
美
知
子

本
会
設
立
一
〇
周
年
を
記
念
す
る
大

会
は
、
初
の
地
方
都
市
で
の
開
催
と
な

っ
た
。
山
形
県
お
よ
び
山
形
市
の
助
成

金
を
得
た
こ
と
、
遊
学
館
の
確
保
で
は

本
会
々
員
平
塚
朝
子
氏
は
か
、
同
地
の

保
健
婦
グ
ル
ー
プ
「
十
五
日
会
」
　
の
諸

姉
の
全
面
的
な
御
援
助
に
対
し
、
心
よ

り
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
山
形
県
、
山

形
市
及
び
同
地
の
看
護
協
会
等
、
山
形

大
学
医
学
部
看
護
学
科
教
官
各
位
の
御

協
力
に
つ
い
て
も
紙
上
を
借
り
て
御
礼

を
申
し
上
げ
る
も
の
で
あ
る
。

さ
て
、
今
大
会
で
は
、
先
に
ア
ナ
ウ

ン
ス
し
た
通
り
、
メ
イ
ン
テ
ー
マ
を
『
歴

史
に
見
る
女
と
男
』
と
し
て
、
ゲ
ス
ト

に
は
総
合
女
性
史
研
究
会
の
服
藤
早
苗

氏
に
「
平
安
朝
に
み
る
女
と
男
」
と
題

し
て
御
講
演
を
頂
い
た
。
従
来
は
、
兎

角
、
近
代
以
降
の
講
演
が
多
い
中
で
、

初
の
中
世
史
（
平
安
後
期
）
　
に
つ
い
て

氏
の
研
究
成
果
の
一
端
を
聴
講
す
る
こ

と
が
出
来
た
の
は
幸
い
で
あ
り
、
会
場

か
ら
も
大
変
好
評
で
あ
っ
た
。

会
員
総
会
で
は
、
こ
の
と
こ
ろ
懸
案

事
項
と
な
っ
て
い
る
会
費
収
入
の
大
幅

な
落
ち
込
み
に
対
す
る
処
置
が
提
出
さ

れ
、
意
見
聴
取
後
、
本
会
予
算
中
の
大

会
費
の
援
助
金
五
万
円
の
支
出
を
停
止

す
る
こ
と
で
了
承
さ
れ
た
。

次
い
で
、
提
案
事
項
と
し
て
幹
事
会

よ
り
提
出
し
た
「
特
別
会
員
制
度
（
仮

称
）
」
の
導
入
に
つ
い
て
諮
っ
た
と
こ
ろ
、

山
本
捷
子
氏
他
一
名
の
反
対
意
見
お
よ

び
、
細
井
志
乃
婦
氏
他
二
名
の
賛
成
意

見
が
出
さ
れ
た
も
の
の
、
結
果
的
に
は

「
会
則
の
一
部
の
改
訂
」
と
し
て
、
今

後
幹
事
会
で
検
討
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

尚
、
「
特
別
会
員
制
度
　
（
仮
称
）
」
は
、

対
象
を
基
本
的
に
は
、
看
護
史
に
関
連

し
て
、
従
来
よ
り
、
看
護
界
に
多
大
な

貢
献
さ
れ
た
諸
先
輩
の
方
々
を
対
象
と

す
る
こ
と
で
、
会
員
の
歴
史
研
究
に
資

す
る
と
こ
ろ
大
と
認
め
る
。

ま
た
、
会
報
で
予
告
し
た
通
り
、
本

会
の
事
業
と
し
て
、
来
年
の
　
「
保
助
看

法
五
〇
年
」
　
に
合
わ
せ
て
『
日
本
看
護

歴
史
学
会
編
・
戦
後
五
〇
年
史
（
仮
称
）
』

の
刊
行
の
準
備
の
た
め
、
特
別
編
集
委

員
会
の
設
置
を
行
な
う
。
す
で
に
会
報

で
提
示
し
た
九
名
の
諸
姉
の
中
か
ら
確

認
を
急
ぐ
こ
と
と
す
る
。
そ
の
後
、
執

筆
の
項
目
を
確
定
し
た
上
で
、
執
筆
者

の
選
定
を
行
う
予
定
。

前
記
の
件
に
関
し
て
、
編
集
委
員
会

よ
り
、
会
員
諸
姉
に
執
筆
依
頼
の
あ
っ

た
時
に
は
御
協
力
を
お
願
い
す
る
次
第

で
あ
る
。
尚
、
編
集
委
員
も
ま
た
執
筆

者
た
り
得
る
と
す
る
。

日本看護歴史学会第10回大会
収支決算報告書

（単位：円）
336，000

220，000

159，000

106
．二＿＿＿－＿　＿－－－　＿＿＿　　＿＿＿＿＿＿　　＿．　　‾　．■　　‾－‾‾‾一二

715，106

（単位：円）
120．000

54，500

15，363

45，490

76，100

148，000

67，980

178，499

9．174

＜収入＞

大会参加費
会員50名×3，000＝150．000

非会員45名×40．000＝180．000

学生3名×2，000＝6．000
補助金

山形県　　　　　100，000

山形市　　　　　100，000
山形県看護協会　20，000

懇親会参加費（3，000×53名）

預金利子
．＿＿＿　＿＿．．∴．．．　　．－　　　　＿　　　＿，＿－＿　＿　　＿　一　一　一－　一　一一一　　　一　　　　　■　　　‾　一　　　　丁一　二一　　　　　　　　　　一一一　　　　　‾　　‾　　　－　　　■－　　　　　■　‾■一　一■　二‾　‾‾‾　‾－‾　　　　一

合　　計

＜支出＞
講師・分科会助言者謝礼（2名）
講師・分科会助言者旅費（3名）
講師・分科会助言者宿泊費（2名）
講師・幹事・世話人食事代
会場使用料
資料印刷代
石版・会場花代
懇親会
通信・郵送代

715，106

（単位：円）

（単位：円）692，8320二＿－＿　　　　＿－＿－　－∴＿　＿　∴．▲　．一一　　．　＿＿　　　　　＿　　＿　　一　二　　　　一一　　　　　　　　【一　　　一　　　　　　　‾　　－　　　　■■　－‾692，832（次年度に繰り越し）（会計　大平政子、依田和美）

合　　計

＜差し引き残高＞

0円＜累計残高＞前年度までの繰り越し金本年度残高一二一＿＿＿＿＿＿＿　　＿　　　　一‾．．　　　　‾　＿＿＿　＿　　‾＿＿　　‾　　　　　　　＿　‾　＿　　　＿‾＿　　＿　　　　　　　　　　　　　　　－　　：二一一⊥‾　‾　‾　　■　　■二二1－　二二‾　－　‾‾－■　－■　丁　‾　‾　■累計残高2

第10回大会収支決算書

（山形県・市）
収入の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：円
科　　 目 決　 算　 額 備　　　　　　　 考

参　 加　 費 33 6，000 会員 50 人非会員 4 5人学生 5 人

計 100 人　 ．

大会総会費 5 0．000 本部か らの繰入

補　 助　 金 22 0．000

山形県　　　　 100 ．00 0

山形市　　　　 100．00 0

山形県看護協会　 20，0 00

雑　 収　 入 106 預金利子

合　　 計 60 6，106

支出の部　　　　　　　　　　　　　　　　　　 単位 ：円
両　　 目 決　 算　 覇 備　　　　　　　 考
【膏 ▼‾‾‾‾‾▼　 金 0

報　 償　 費 12 0，000 講演料＠ 100，0 00 ×1人

分科会助言者謝礼 20．0 00 ×＿1人

嶺 師 旅 費 5 4，500 服藤 25．00 0 円金子 23，00 0 円

結城 6 ．500 円

講師宿泊費 15，3 63 服藤 4，06 7円金子 日，29 6円

食　 糧　 費 ●6 4－9 89 講師、．助言者等食事代

23 日昼食 17，68 0円

24 日昼食 2 7，8 10円

懇親会 負担 19，499 円

需　 要　 費 21 5，980 学会資料印刷代　 148，0 00 円．

看板 57，6 80 円　 牟場花 10．3＿P P旦 一＿＿▲

役　 務　 費 9 ．174 郵送料

会瘍使用料 76，100 学会大会 75，600 円・準備会 500 円

本部卜の返還金 5 0，000

合　　 計 60 6，106

荒井幸子
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分
科
会
は
第
二
日
目
の
二
四
日
午
後

一
時
か
ら
一
五
時
ま
で
七
分
科
会
に
別

れ
て
開
催
し
た
。
話
題
提
供
者
は
北
は

秋
田
、
南
は
沖
縄
に
至
る
方
々
で
あ
っ

た
。
特
に
今
回
は
、
前
回
に
続
い
て
金

子
光
先
生
が
、
ま
た
第
一
日
目
か
ら
特

別
講
演
講
師
に
来
て
く
だ
さ
っ
て
い
る

服
藤
早
苗
先
生
の
ご
参
加
が
あ
り
、
第

一
〇
回
の
日
本
看
護
歴
史
学
会
大
会
の

節
目
に
相
応
し
く
大
き
な
花
を
添
え
て

頂
い
た
。

報
告
会
は
話
題
提
供
者
別
に
な
っ
て

約
四
五
分
間
、
報
告
・
質
疑
応
答
・
意

見
交
換
を
行
い
、
十
分
間
の
休
憩
の
後
、

一
望
に
集
ま
っ
て
、
各
分
科
会
の
概
略

を
五
分
間
で
報
告
し
あ
っ
た
内
容
を
山

五
〇
字
程
度
に
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う

で
あ
る
。
＊
話
題
提
供
者
（
敬
称
略
）

一
、
「
詩
人
三
木
露
風
の
母
　
碧
川
か

た
の
生
涯
」
　
＊
山
崎
雅
代

三
木
露
風
の
生
母
碧
川
た
か
が
、
ど
の

よ
う
な
生
き
方
を
し
た
人
か
を
山
崎
の

書
い
た
小
文
を
も
と
に
紹
介
し
、
三
木

露
風
の
『
母
を
恋
う
る
歌
』
と
『
赤
と

ん
ぼ
の
う
た
』
を
と
り
あ
げ
、
か
た
が

露
風
の
文
学
の
中
に
ど
う
生
き
て
い
る

か
な
ど
を
語
り
合
っ
た
。
史
料
は
『
女

権
』
の
コ
ピ
ー
や
写
貞
類
、
童
謡
集
『
小

鳥
の
友
』
　
『
小
学
生
の
歌
』
の
初
版
本
、

か
た
の
請
願
書
な
ど
二
五
種
類
提
示
。

こ
の
テ
ー
マ
を
今
後
も
続
け
る
こ
と
を

確
認
し
た
。

二
、
「
府
県
別
看
護
婦
規
則
等
の
制
定

状
況
と
制
定
内
容
に
つ
い
て
」
　
＊
滝
内

隆
子
他
、

看
護
婦
の
法
的
整
備
は
、
産
婆
よ
り
遅

く
明
治
三
三
年
に
至
っ
て
よ
う
や
く
東

京
府
が
「
看
護
婦
規
則
」
を
制
定
し
、

以
後
二
八
府
県
が
、
大
正
四
年
の
看
護

婦
規
則
ま
で
に
制
定
し
て
い
る
。
そ
し

て
制
定
内
容
と
し
て
看
護
婦
の
定
義
、

年
齢
、
性
別
、
服
装
、
業
務
、
免
許
、

試
験
に
関
す
る
事
が
規
定
さ
れ
て
い
た

こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
の
で
報
告
し

た
。

三
、
「
光
明
皇
后
の
母
橘
三
千
代
と
薬

師
信
仰
－
そ
の
二
」
　
＊
檎
原
登
志
子

橘
三
千
代
の
薬
師
信
仰
の
歴
史
的
位
置

付
け
を
そ
の
一
に
続
き
報
告
。
今
回
は

三
千
代
の
人
物
像
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す

る
こ
と
の
重
要
性
を
、
歴
史
的
史
料
の

歴
史
学
、
文
学
、
民
族
学
、
考
古
学
か

ら
検
討
し
た
。
史
料
を
研
究
目
的
に
そ

っ
て
、
し
ぼ
る
事
の
意
見
が
あ
っ
た
。

今
後
も
現
地
に
立
ち
、
そ
の
場
で
史
料

を
感
じ
ら
れ
る
感
性
を
大
切
に
し
て
、

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
大
切
に
発
展
さ

せ
る
。

四
、
「
京
都
府
内
の
初
期
の
保
健
婦
諸

姉
の
足
跡
を
尋
ね
て
」
　
＊
福
本
恵

保
健
婦
第
二
号
と
は
ど
の
よ
う
な
人
を

言
う
の
か
、
法
的
な
位
置
付
け
や
正
式

な
職
名
と
身
分
の
あ
る
こ
と
と
す
る
の

か
、
又
は
、
保
健
婦
業
務
の
基
礎
と
な

る
仕
事
を
し
た
草
わ
け
的
な
人
と
す
る

の
か
、
さ
ら
に
教
育
を
受
け
た
か
ど
う

か
を
問
う
の
か
な
ど
、
第
二
号
の
定
義

に
つ
い
て
討
議
し
た
。
女
医
第
二
号
の

荻
野
吟
女
史
の
例
を
参
考
に
し
つ
つ
、

保
健
婦
の
特
徴
を
ふ
ま
え
、
実
態
を
あ

り
の
ま
ま
、
捉
え
て
初
期
の
保
健
婦
群

像
を
明
ら
か
に
し
て
い
こ
う
と
思
う
。

五
、
「
占
領
期
に
お
け
る
看
護
教
育
・

制
度
に
関
す
る
考
察
」
　
＊
杉
田
聡
他

六
万
点
も
あ
る
G
H
Q
／
P
H
W
文
書

の
中
か
ら
、
看
護
課
関
係
文
書
が
翻
訳

さ
れ
、
一
九
四
六
年
当
時
の
看
護
課
の

活
動
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
同
席
さ
れ

た
金
子
光
氏
の
証
言
も
聞
き
な
が
ら
、

戦
後
の
看
護
改
革
の
経
緯
、
G
H
Q
ナ

ー
ス
の
考
え
方
、
わ
が
国
の
看
護
の
様

子
な
ど
が
把
握
で
き
、
実
践
さ
れ
た
改

革
、
陽
の
目
を
み
な
か
っ
た
保
健
師
法

案
な
ど
が
今
後
こ
の
史
料
に
よ
っ
て
正

し
く
検
証
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
文
責
　
山

本
捷
子

六
、
保
健
所
に
お
け
る
地
域
精
神
保
健

活
動
－
沖
縄
県
の
保
健
婦
活
動
を
中
心

と
し
て
＊
富
山
富
士
子

保
健
所
に
お
け
る
精
神
衛
生
活
動
は
、

本
土
の
場
合
法
的
に
は
昭
和
四
〇
年
の

精
神
衛
生
法
の
二
部
改
正
に
よ
り
ス
タ

ー
ト
。
沖
縄
に
お
い
て
は
、
復
帰
前
、

専
門
医
の
極
端
な
不
足
の
た
め
日
本
政

府
よ
り
派
遣
さ
れ
た
医
師
等
が
、
昭
和

三
九
年
よ
り
医
療
機
関
の
乏
し
い
地
域

で
保
健
所
を
拠
点
に
精
神
衛
生
ク
リ
ニ

ッ
ク
を
開
設
。
そ
こ
に
保
健
婦
が
参
加

し
組
織
的
な
活
動
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

七
、
「
太
平
洋
戦
争
当
時
陸
軍
病
院
に

設
置
さ
れ
た
看
護
婦
生
徒
教
育
隊
の
実

際
」
　
＊
岸
本
多
恵
子

看
護
婦
生
徒
教
育
隊
の
終
戦
後
の
状
況

に
つ
い
て
の
報
告
が
あ
っ
た
。
生
徒
た

ち
は
無
事
に
終
戦
を
迎
え
、
病
院
の
整

理
整
頓
、
外
地
か
ら
の
傷
病
者
の
出
身

地
別
の
振
り
分
け
や
搬
送
な
ど
を
行
っ

た
。
病
院
船
に
も
乗
務
す
る
よ
う
に
な

り
南
方
や
中
国
へ
一
か
ら
三
往
復
し
た
。

危
険
な
仕
事
で
あ
る
が
、
進
ん
で
乗
務

し
た
。
こ
れ
は
戦
争
中
の
教
育
が
影
響

し
た
た
め
で
あ
る
。
文
責
　
森
祐
子

次
回
、
大
会
の
話
題
提
供
者
の
募
集

は
六
・
七
月
頃
に
な
る
予
定
で
す
。

3
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参
加
し
て
思
う
こ
と

松
　
尾
　
光
　
恵

生
ま
れ
て
は
じ
め
て
東
北
の
地
に
足

を
踏
み
入
れ
た
。

今
回
一
〇
年
目
の
節
目
の
年
に
、
訪

問
看
護
の
先
進
県
で
あ
る
山
形
で
日
本

歴
史
学
会
が
開
催
さ
れ
た
の
は
意
義
深

＼

　

〇

一
日
目
は
「
平
安
朝
の
女
と
男
」
と

題
し
た
女
性
史
研
究
家
の
服
藤
早
苗
氏

と
「
荻
野
吟
の
史
料
に
よ
る
歴
史
研
究

の
方
法
」
と
題
し
た
亀
山
美
知
子
氏
の

講
演
が
あ
っ
た
。

服
藤
氏
は
古
典
文
学
を
通
し
て
、
平

安
時
代
の
家
長
制
度
や
一
夫
一
婦
制
が

確
立
さ
れ
て
い
く
過
程
を
語
ら
れ
た
。

こ
の
講
演
を
聞
き
、
古
典
文
学
の
中
に

お
け
る
看
護
を
歴
史
的
に
分
析
す
る
こ

と
で
看
護
を
別
の
視
点
で
と
ら
え
ら
れ

る
と
い
う
ヒ
ン
ト
を
得
る
こ
と
が
出
来

た
。
　
　
　
　
　
．

亀
山
氏
は
日
本
の
女
医
第
二
号
の
荻

野
吟
を
研
究
す
る
過
程
の
中
で
、
吟
に

関
し
た
本
が
男
性
に
よ
っ
て
真
実
を
曲

げ
て
書
か
れ
て
い
る
の
に
疑
問
を
い
だ

き
、
そ
れ
を
批
評
し
て
い
く
と
こ
ろ
に

研
究
の
手
が
か
り
が
あ
る
と
語
ら
れ
た
。

こ
れ
を
聞
き
、
常
に
新
し
い
視
点
で

多
方
面
か
ら
歴
史
を
見
て
い
く
必
要
が

あ
る
こ
と
を
痛
感
し
た
。

二
日
目
、
研
究
発
表
は
六
題
あ
り
、

日
頃
の
地
道
な
研
究
の
成
果
を
興
味
深

く
聞
い
た
。
し
か
し
、
発
表
時
間
の
延

長
が
多
い
の
に
疑
問
を
感
じ
た
。
発
表

形
式
を
示
説
に
し
た
り
、
発
表
時
間
を

考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
。

私
は
歴
史
好
き
な
仲
間
が
年
齢
・
役

職
を
越
え
て
「
さ
ん
」
付
け
で
呼
び
あ

う
こ
の
こ
じ
ん
ま
り
と
し
た
学
会
の
雰

囲
気
が
好
き
で
、
参
加
す
る
の
を
楽
し

み
に
し
て
い
る
。
又
、
看
護
界
の
、
生
き

辞
引
と
も
い
え
る
金
子
・
大
森
両
先
生

か
ら
歴
史
の
生
の
声
を
聞
け
る
の
も
こ

の
会
な
ら
で
は
だ
と
思
う
。

欲
を
い
え
ば
、
若
い
人
が
も
っ
と
参

加
出
来
る
よ
う
な
魅
力
あ
る
学
会
へ
と

発
展
す
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

「
温
故
知
新
」

古
き
を
た
ず
ね
て
新
し
き
を
知
る

歴
史
を
た
ど
る
こ
と
で
、
そ
の
中
か

ら
学
び
を
得
て
、
そ
れ
が
二
一
世
紀
に

む
け
て
の
方
向
づ
け
に
な
れ
ば
、
さ
ら

に
歴
史
を
学
ぶ
意
味
も
深
ま
る
と
思
う
。

会
に
参
加
し
て

森
　
　
　
律
　
子

看
護
歴
史
は
、
看
護
学
校
時
代
に
作

成
し
た
看
護
史
年
表
で
表
面
だ
け
の
学

習
し
か
行
っ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の
後

「
看
護
」
　
の
雑
誌
に
連
載
さ
れ
て
い
た

亀
山
先
生
の
文
章
で
学
ん
だ
位
で
あ
る
。

昨
年
、
戦
後
五
〇
年
に
あ
た
り
、
自

分
が
看
護
職
と
し
て
今
日
あ
る
の
も
、

先
輩
方
の
努
力
の
お
か
げ
で
あ
り
、
そ

の
時
期
の
状
況
や
ど
苦
労
さ
れ
た
事
な

ど
聞
く
こ
と
も
看
護
婦
と
し
て
勤
務
す

る
上
に
必
要
な
こ
と
で
は
な
い
か
、
と

考
え
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
従
っ

て
今
回
が
二
回
目
の
参
加
で
あ
る
。

女
性
史
研
究
家
の
服
藤
先
生
や
亀
山

先
生
の
話
か
ら
、
歴
史
を
学
ぶ
時
、
古

文
書
を
読
む
、
繰
り
返
し
足
跡
を
た
ど

る
、
そ
の
時
代
の
事
実
を
取
り
出
す
為

に
は
、
何
度
で
も
そ
こ
に
足
を
運
ん
で

見
つ
け
出
す
こ
と
と
言
わ
れ
た
が
、
事

実
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
、
こ
れ
は
看

護
す
る
上
で
も
重
要
か
つ
、
必
要
な
こ

と
で
あ
る
と
再
認
識
し
た
も
の
で
あ
る
。

研
究
発
表
に
於
い
て
、
一
人
の
持
ち

時
間
が
決
め
ら
れ
て
い
た
の
だ
が
、
半

ば
あ
た
り
か
ら
持
ち
時
間
が
延
び
、
最

後
に
は
大
幅
な
時
間
延
長
と
な
っ
て
し

ま
っ
た
。
座
長
が
ベ
ル
を
鳴
ら
す
等
の

方
法
を
と
ら
れ
な
か
っ
た
の
は
何
故
か
、

と
疑
問
に
思
っ
た
り
も
し
た
が
、
研
究

し
た
こ
と
で
特
に
言
っ
て
お
き
た
い
事

や
、
研
究
の
要
点
を
持
ち
時
間
内
に
い

か
に
ま
と
め
て
発
表
す
る
か
に
つ
い
て

学
ぶ
機
会
に
な
っ
た
。

そ
の
他
、
史
料
と
し
て
提
示
す
る
時

は
、
文
献
を
明
記
す
る
こ
と
、
人
名
は

正
確
に
読
む
こ
と
、
研
究
の
ポ
イ
ン
ト

は
何
か
、
焦
点
を
し
ぼ
っ
て
研
究
を
深

め
る
こ
と
等
々
を
再
確
認
、
再
認
識
し

た
大
会
で
あ
っ
た
。

以
上
が
今
回
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
中
で
学
ん
だ
こ
と
で
あ
る
。

昨
年
、
次
は
山
形
で
開
催
と
聞
い
た

時
か
ら
、
是
非
次
回
も
参
加
し
よ
う
と

決
め
て
い
た
。
分
科
会
の
次
回
の
展
開

を
期
待
し
た
訳
で
あ
る
。

今
回
は
別
の
分
科
会
に
参
加
し
た
が
、

次
回
の
展
開
に
期
待
し
、
同
時
に
皆
様

に
お
目
に
か
か
れ
る
日
を
楽
し
み
に
し

て
い
る
今
日
で
あ
る
。

4金子先生、結城ヱク氏
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安
　
藤
　
恵
　
子

（
非
会
員
）

看
護
学
校
を
卒
業
し
て
二
十
二
年
。

精
神
科
看
護
に
埋
没
し
、
こ
の
土
地
の

風
土
に
つ
か
り
、
平
凡
な
日
々
が
す
ぎ

て
い
た
。

第
一
〇
回
日
本
看
護
歴
史
学
会
が
ど

う
し
て
こ
の
山
形
の
地
で
開
催
さ
れ
た

の
か
は
良
く
知
ら
な
い
が
、
こ
の
地
で

開
か
れ
た
こ
と
で
、
こ
の
学
会
に
参
加

す
る
こ
と
が
出
来
た
。

こ
の
学
会
の
存
在
す
ら
も
知
ら
な
か

っ
た
私
に
は
、
す
べ
て
が
驚
き
で
あ
っ

た
。『
歴
史
に
み
る
女
と
男
』
の
テ
ー
マ

で
服
藤
早
苗
先
生
は
女
性
史
の
立
場
か

ら
男
女
の
不
平
等
な
性
変
の
成
立
は
平

安
時
代
か
ら
で
あ
る
こ
と
を
、
多
く
の

史
料
を
示
し
話
さ
れ
た
。

大
学
で
い
つ
も
史
料
と
し
て
使
用
し

て
い
る
と
い
う
『
新
猿
楽
記
』
は
、
一

緒
に
読
み
進
め
る
形
式
で
、
参
加
者
に

笑
い
を
提
供
し
な
が
ら
も
、
女
と
男
の

不
平
等
に
迫
っ
て
い
っ
た
。

と
に
か
く
興
味
深
く
、
ま
っ
た
く
聞

い
た
こ
と
の
な
い
視
点
か
ら
の
話
に
酔

っ
て
し
ま
っ
た
。

つ
づ
い
て
行
な
わ
れ
た
亀
山
美
知
子

先
生
の
『
荻
野
吟
の
史
料
に
よ
る
歴
史

研
究
の
方
法
』
で
は
、
さ
ら
に
ど
肝
を

抜
か
れ
た
。

講
演
が
終
る
や
い
な
や
、
渡
辺
淳
一

の
『
花
埋
み
』
を
読
も
う
と
、
階
下
の

県
立
図
書
館
に
走
り
出
し
て
い
た
。

し
か
し
『
花
埋
み
』
だ
け
が
無
く
、

私
と
同
じ
お
も
い
の
人
が
先
に
借
り
て

し
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
後
、
文

庫
本
を
買
い
求
め
て
読
み
ふ
け
っ
た
。

荻
野
吟
の
女
医
に
な
る
と
決
心
し
た

時
代
や
吟
の
屈
辱
が
伝
わ
っ
て
き
た
。

そ
し
て
読
み
終
る
頃
に
は
吟
の
生
き

方
に
感
動
し
て
い
た
。

そ
こ
で
思
う
。

私
は
何
の
疑
問
も
持
た
な
い
で
読
み

進
め
て
し
ま
う
小
説
の
中
に
、
ど
う
す

れ
ば
疑
問
を
み
つ
け
る
こ
と
が
出
来
る

の
か
を
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＼

亀
山
先
生
の
も
の
を
き
わ
め
る
目
に

驚
く
ば
か
り
で
あ
る
。
何
が
正
し
い
か

を
歴
史
を
紐
と
い
て
調
べ
る
に
は
漠
大

な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
必
要
と
す
る
だ
ろ
う
。

俵
瀬
に
何
回
も
足
を
運
ん
だ
と
語
る

先
生
の
目
の
輝
き
に
、
歴
史
を
研
究
す

る
人
の
情
熱
を
確
認
し
た
。

私
に
と
っ
て
こ
の
歴
史
学
会
は
畏
敬

の
存
在
と
な
っ
た
。

今
後
の
学
会
の
歩
み
に
注
目
し
て
ゆ

き
た
い
と
思
う
。

狩
　
谷
　
明
　
美

一
九
九
六
年
八
月
二
十
三
・
二
十
四

日
の
両
日
、
本
学
会
第
十
回
大
会
が
、

山
形
市
遊
学
館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。

山
形
県
に
は
、
行
基
作
の
小
松
沢
観

音
、
山
形
済
生
館
等
の
史
跡
や
保
健
婦

教
育
草
創
期
の
史
料
の
宝
庫
で
あ
る
た

め
興
味
深
く
参
加
し
た
。

大
会
を
貫
く
テ
ー
マ
は
「
歴
史
に
み

る
男
と
女
」
　
で
あ
り
、
基
調
講
演
で
は

一
、
「
平
安
朝
の
女
と
男
」
と
題
し
、

女
性
史
研
究
家
・
服
藤
早
苗
氏
が
家
父

長
制
の
成
立
と
婿
取
婚
及
び
家
族
制
度

に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
た
。
こ
こ
で
は
、

不
平
等
な
性
愛
の
成
立
過
程
や
近
代
日

本
の
性
意
識
形
成
が
、
史
料
を
も
と
に

経
済
的
・
政
治
的
背
景
と
照
応
さ
せ
な

が
ら
明
解
に
口
演
さ
れ
た
。
民
法
改
正

と
夫
婦
別
姓
が
論
議
さ
れ
て
い
る
現
在
、

意
義
深
い
も
の
で
あ
っ
た
。
二
、
「
荻

野
吟
の
史
料
に
よ
る
歴
史
研
究
の
方
法
」

は
看
護
歴
史
研
究
家
・
亀
山
美
知
子
氏

が
、
近
代
日
本
に
お
け
る
女
医
第
二
号

荻
野
吟
の
足
跡
を
た
ど
り
な
が
ら
、
明

治
期
女
子
職
業
教
育
の
端
緒
を
明
ら
か

に
し
て
い
く
過
程
を
述
べ
ら
れ
た
。
こ

こ
で
は
、
膨
大
な
史
料
を
収
集
す
る
労

苦
と
、
先
人
の
研
究
成
果
と
異
な
る
時

の
分
析
に
つ
い
て
、
研
究
者
の
問
題
意

識
が
重
要
で
あ
る
と
の
示
唆
が
な
さ
れ

た
。
こ
れ
は
、
本
学
会
が
こ
こ
数
年
看

護
歴
史
研
究
者
の
育
成
を
最
重
要
課
題

に
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
基
調
講
演

に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。

さ
ら
に
、
大
会
二
日
目
は
両
氏
に
よ

る
対
談
が
お
こ
な
わ
れ
、
緒
に
つ
い
た

ば
か
り
の
看
護
歴
史
研
究
の
現
状
に
つ

い
て
意
見
交
換
が
な
さ
れ
、
服
藤
氏
か

ら
、
学
際
的
研
究
の
必
要
性
と
研
究
方

法
に
つ
い
て
助
言
が
あ
っ
た
。

全
体
研
究
発
表
で
は
平
塚
民
ら
に
よ

る
「
山
形
県
の
保
健
婦
教
育
を
始
め
た

『
保
健
婦
の
父
』
を
探
求
す
る
」
他
六

題
の
発
表
が
あ
っ
た
が
、
時
間
的
制
約

も
あ
り
、
充
分
な
質
疑
応
答
が
お
こ
な

わ
れ
な
い
と
い
う
問
題
点
も
残
っ
た
。

分
科
会
は
第
七
分
科
会
に
分
か
れ
、

会
員
そ
れ
ぞ
れ
の
問
題
意
識
を
深
め
る

目
的
で
論
疑
し
た
。
特
に
滝
内
ら
に
よ

る
「
府
県
別
看
護
婦
規
則
の
制
定
状
況

と
内
容
に
つ
い
て
」
、
又
、
杉
田
ら
に

よ
る
「
占
領
期
に
お
け
る
看
護
教
育
・

制
度
に
関
す
る
考
察
」
は
、
史
料
も
豊

富
で
今
後
の
継
続
し
た
研
究
発
表
が
期

待
さ
れ
た
。
大
い
に
触
発
さ
れ
た
二
日

間
で
あ
っ
た
。
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◆
会
員
の
異
動
等
に
つ
い
て

◎
住
所
変
更

防
1
52松
本
香
代
子
1
〒
1
5

6
世
田
谷
区

経
堂
ニ
ー
一
－
二
六
－
二
二
二
二

淋
脱
平
尾
真
智
子
1
膏
〇
四
二
五
－

七
一
－
二
二
〇
四

弥
0
1
5
中
林
照
子
1
〒
1

0
0
胡
東
京
都
大

島
町
元
町
小
清
水
二
七
三

胱
秋
山
智
1
〒
7

91
棚
愛
媛
県
温
泉

郡
重
信
町
大
字
志
津
川
四
五
四
愛
媛

大
学
医
学
部
看
護
学
科

紗
0
3
0
野
島
幸
子
1
〒
捕
佐
賀
市
鍋
島

五
丁
目
一
－
一
佐
賀
医
科
大
学
医
学

部
附
属
病
院

掛
003
槍
原
登
志
子
1
1
品
水
戸
市
緑

町
三
丁
目
七
－
四

肝
㈱
横
井
郁
子
（
旧
姓
杉
本
）

1
〒
1

13
文
京
区
本
郷
五
圭
ニ
ー
〓

－
一
〇
三

◎
退
会

肝
018
熊
谷
雅
美
（
旧
姓
佐
藤
）

1
〒
凱
横
浜
市
西
区
伊
勢
町
三
－

一
三
三
－
四
二
六

◎
新
入
会
見

淋
0
01高
橋
彩
〒
細
鎌
倉
市
空
ハ
一

三
聖
マ
リ
ア
寮
C

‰
0
0
2
泉
キ
ヨ
子
〒
珊
金
沢
市
中
立

野
五
－
ニ
ー
八
〇
金
沢
大
学
医
学

部
保
健
学
科

掛
00
3
杉
田
聡
〒
網
棚
大
分
市
大
分

郡
狭
間
町
医
大
ケ
丘
一
－
一
大
分
医

科
大
学
医
学
部
看
護
学
科

淋
脱
松
田
ひ
と
み
札
幌
市
中
央
区

北
2
条
東
一
丁
目
ラ
ポ
ー
ル
永
山
公

園
二
一
〇
二

掛
肺
細
井
志
乃
婦
〒
槻
岡
崎
市
暮

戸
町
赤
池
五
六

掛
㈹
富
岡
み
さ
を
〒
轡
尿
都
市
左

京
区
岩
倉
村
松
町
一
一
－
一
九

掛
0
0
7
藤
田
徳
子
〒
轡
尻
都
市
左
京

区
丸
太
町
川
端
東
入
ル
東
丸
太
町
二

二
－
三

淋
㈹
松
崎
章
子
〒
欄
神
戸
市
東
灘

区
渦
森
台
ニ
ー
・
〓
ハ
ー
一
〇
一

‰
㈹
森
律
子
暮
蒜
八
千
代
市
永
碇

町
一
〇
六
七
－
一
〇

（
順
不
同
敬
称
略
）

本
会
学
会
誌
・
会
報
の
発
売

創
刊
以
来
、
一
〇
年
月
を
迎
え
た

本
会
の
『
日
本
看
護
歴
史
学
会
誌
』

一
冊
五
百
円
、
お
よ
び
『
日
本
看
護

歴
史
学
会
会
報
』
一
部
二
百
円
を
お

求
め
の
方
は
、
事
務
局
ま
で
御
一
報

下
さ
い
。

私
立
大
日
本
婦
人
衛
生
会
趣
意
育

夫
れ
人
の
此
世
に
あ
る
や
徒
に
生
活

を
以
て
満
足
す
る
者
に
あ
ら
ず
然
ら
ば

高
尚
の
生
活
を
為
す
事
を
務
め
ざ
る
ペ

か
ら
ず
高
尚
の
生
活
と
は
天
賦
の
能
力

を
開
発
し
智
徳
を
磨
き
職
分
を
姦
し
幸

福
快
楽
の
生
涯
を
為
す
に
あ
り
然
れ
ど

も
健
康
の
身
鰻
に
あ
ら
ざ
れ
ハ
以
て
此

の
生
活
を
為
す
能
は
ず
衛
生
の
法
を
知

ら
ざ
れ
ハ
以
て
身
鰻
の
健
康
を
保
つ
能

は
ず
衛
生
の
法
豊
に
一
日
も
忽
ゆ
る
が

せ
に
す
可
け
ん
や
仰
衛
生
の
法
た
る
一

に
し
て
足
ら
ず
と
錐
ど
も
衣
食
住
の
改

良
育
児
法
及
看
病
法
等
の
如
き
は
最
も

緊
要
な
る
者
に
し
て
皆
吾
等
婦
人
の
掌

理
す
る
所
吾
等
の
責
任
重
し
と
云
ふ
べ

し
今
や
矯
風
会
慈
善
会
交
際
会
等
相
尋

で
起
り
吾
等
婦
人
社
会
も
漸
く
其
面
目

を
改
め
ん
と
す
る
は
眞
に
喜
ハ
し
き
事

な
れ
共
衛
生
の
一
事
に
至
っ
て
は
更
に

注
意
を
惹
か
ざ
る
も
の
～
如
し
貴
に
慨

か
は
し
き
事
ど
も
な
り
依
て
今
相
謀
て

立
に
一
社
を
設
け
名
け
て
私
立
大
日
本

婦
人
衛
生
会
と
称
し
毎
月
一
回
集
会
を

開
き
熟
練
の
学
士
を
脾
し
て
先
づ
衣
服

の
洗
浄
食
物
の
調
理
住
家
の
酒
掃
及
看

病
育
児
の
方
法
等
を
講
究
し
尚
は
之
を

筆
記
し
て
雑
誌
を
編
輯
し
社
員
に
分
ち

以
て
吾
等
婦
人
の
責
任
を
毒
し
柳
か
同

胞
の
為
め
に
毒
す
所
あ
ら
ん
と
す
江
湖

の
諸
愛
姉
奮
っ
て
賛
成
あ
ら
ん
こ
と
を

切
望
の
至
り
に
堪
へ
ず

私
立
大
日
本
婦
人
衛
生
会

副
会
長
　
加
藤
鈴
子

幹
事
　
　
南
部
隈
子
　
村
岡
久
野
子

細
川
静
子
　
荻
野
吟
子

松
浦
里
子

右
撰
定
　
但
会
長
は
廿
一
年
三
月
の

総
会
ま
で
欠
員

私
立
婦
人
衛
生
会
は
明
治
二
〇
年
九

月
に
荻
野
吟
ら
に
よ
っ
て
自
主
的
に
設

立
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
荻
野
ら
は
大

日
本
私
立
衛
生
会
（
会
頭
佐
野
常
民
）

を
視
野
に
入
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

設
立
後
、
松
浦
は
じ
め
多
く
の
看
護
婦

た
ち
が
入
会
し
た
。
　
　
　
（
か
）

‘

編
集
責
任
者

禦
首
都
市
左
京
区
聖
護
院
川
原
町
田

京
都
大
学
医
療
技
術
短
期
大
学
部
看
護

学
科
　
亀
山
美
知
子

発
行
責
任
者
　
京
都
府
立
医
科
大
学
医

療
技
術
短
期
大
学
部
看
護
学
科

岡
山
寧
子
・
福
本
恵

事
務
局

〒
野
点
都
市
上
京
区
清
和
院
口
寺
町
東

入
　
京
都
府
立
医
科
大
学
医
療
技
術
短

期
大
学
部
　
岡
山
寧
子
・
福
本
恵

嘗
〇
七
五
－
二

膏
〇
七
五
－
二

ニ
ー
五
四
四
二
岡
山

ニ
ー
五
四
三
四
福
本


